
埼玉県三芳町 健康増進課 課長 池田康幸

令和6年度都道府県等栄養施策担当者会議
誰一人、どの地域も取り残さない 栄養施策の推進に向けた内部・外部リソースの活用について

どのタイミングで何をしたら、
結果・・・こうなった。

令和６年３月末日現在
【人 口】 約38,000人(約15,000世帯)
【年間出生数】約170人
【高齢化率】 28.7%
【面 積】 15.30 ㎞２

埼玉県武蔵野地域
（川越市・所沢市・ふじみ野市・三芳町）

令和5年7月5日（水）に国連食糧農業機関（FAO）により、
「武蔵野の落ち葉堆肥農法」が世界農業遺産に認定された
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令和６年度都道府県等
栄養施策担当者会議



行政管理栄養士の役割とは？

＋６人（雇いあげ）

平成９年度 母子保健法の施行→乳幼児健診を市町村で実施１人

平成18年度 医療制度改革 食育推進計画１人

平成20年度 特定健診・保健指導開始１人
2021.2 日本栄養士会

トップランナー掲載

平成27年度 １人
平成28年度２人（＋常勤１人増）
平成29年度２人（常勤から会計年度へ）

②健康長寿プロジェクト
（埼玉県補助事業）
（H27～H29）

令和元年度 機構改革４人（＋常勤１人会計年度１人）

令和２年度 機構改革５人（＋会計年度１人）

令和６年度５人
・健康づくり２人 （常勤２）
・特定保健指導２人（会計年度２）
・母子保健１人 （会計年度１）

健康増進課

こども支援課

③フレイル予防プロジェクト

①雇いあげ管理栄養士の活用
（再教育）
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雇いあげ管理栄養士の活用（再教育）

特定保健指導仮想業務量（服薬除く）

健診受診率
保健指導
45％

30分～80分 ８h／day
業務量

240日／年

35％ １９０ 人 95～254 時間 12～32 日 5．0～13．3 ％

65％ ３５３ 人 177～471 時間 23～59 日 9．6～24．6 ％

動機づけ支援

積極的支援

健診受診率
保健指導
45％

145分～220分 ８h／day
業務量

240日／年

35％ １１１ 人 269～ 407 時間 34～51 日 14．2～21．3 ％

65％ ２０４ 人 493～ 748 時間 61～94 日 25．4～39．2 ％

健診受診率 ８h／day
業務量

240日／年

35％ ４６～８３ 日 １９．２～３４．６ ％

65％ ８４～１５３ 日 ３５．０～６３．８ ％

動機づけ＋積極的支援

可 能？
不可能？

資料作成：平成１９年度
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（教）
生涯学習課

こども
支援課

財務課

（教）
学校教育課

（事務局）
健康増進課

住民課
（国保）

福祉課

政策推進室 自治安心課

観光産業課

庁内連携体制

公民館

健康長寿プロジェクト（埼玉県補助事業）

《健康づくり推進会議》
・学識経験者
・医師会
・歯科医師会
・教育関係者（学校長、淑徳大）
・公募による住民 ・管轄保健所
・地域代表（区長会、社協、体育協会）
・事業者（商工会）

【研究機関】

国立保健医療科学院 淑徳大学

埼玉県庁

国保連合会

包括協定
レセプト
KDB

特定健診結果

効果検証

三芳町健康づくり推進条例
（平成26年条例第18号）

事業計画
実施・評価

【民間企業】

タニタヘルスリンク

総合体育館

etc.

事業実施

一般
住民

団体

サークル

民生委員

参加住民
・平成27年度 １０００人
・平成28年度 １５００人
・平成29年度 ２０００人

消防団

体育協会

シルバー

PTA

協働の
まちづくり

商工会
企業

区長会
自治会

社協（ボラ連

学校

資料作成：平成２７年度
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東京大学高齢社会総合研究機構協定事業

フレイル予防プロジェクト

政策推進室

社会教育課

文化スポーツ
推進課

財政デジタル
推進課

自治安心課住民課

主担当
健康増進課

福祉課

観光産業課

《効果検証》

研究機関・大学
・医療費、・介護給付費
・健診結果 等

東京大学
・フレイル予防事業
・フレイルチェック

フレイル
予防

栄養
口腔

社会
参加

運動

《地区サロン・健康教育》

《共創（民間企業）》
・民間企業
・医師会、歯科医師会
・町内医療機関

フレイルサポーター
（養成・育成）

社会福祉協議会
（生活支援

コーディネーター等）

民生委員

区長会・自治会

体育協会

関連事業等

公民館事業
芸術文化事業 等

資料作成：令和６年度

本事業をきっかけに、生活習慣病対策・フレイル予防対策の

ロジックモデルを検討（作成）中 4


